
第８６回「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」 

ご説明内容 

 

 

１． 日 時 平成２２年８月４日（水）１９：００～２１：４０ 

 

２． 場 所 柏崎原子力広報センター ２Ｆ研修室 

 

３． 内 容 
 

（１）前回定例会以降の動き 

（２）防災計画、避難基本計画等の概要説明質疑応答（県、市、村）及び 

防災訓練概要説明（県） 

（３）質疑応答 

（４）その他 

 

 

添付：第８６回「地域の会」定例会資料 

 

以 上 

 



 平 成 22 年 8 月 4 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第８６回「地域の会」定例会資料 〔前回 7/7 以降の動き〕 
 

＜不適合事象関係＞ 

 

【区分Ⅲ】 

 

・７月 ９日 屋外作業にともなう病人の発生について 

 

・７月２６日 発電所構内（屋外）における蜂刺されについて 

 

・８月 ３日 ３号機 原子炉建屋（管理区域）におけるけが人の発生について 

 

 

＜発電所に係る情報＞ 

 

・７月１６日 中国電力株式会社島根原子力発電所の保守管理の不備等の最終報告に係

る当社確認結果報告書の経済産業省原子力安全・保安院への提出につい

て 

 

・７月２３日 柏崎刈羽原子力発電所７号機の営業運転再開について 

 

・７月２９日 当社原子力発電所における放射性廃棄物処理系排水管の誤接続に関する 

根本原因と再発防止対策について 

 

・７月３０日 柏崎刈羽原子力発電所１号機の総合負荷性能検査の受検日程について 

 

・８月 ３日 当所３号機の炉心性能計算機プログラムの計算式における一部誤りに 

ついて 

 

 

＜新潟県中越沖地震関係＞ 

 

・７月 ８日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月 ８日） 

 

・７月１５日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月１５日） 

 

・７月２２日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月２２日） 

 

・７月２９日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月２９日） 

以 上 
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＜参考＞ 

 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 

区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 

区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 

その他  上記以外の不適合事象 

 

 

～総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会への当社説明内容について～ 

 

・７月１３日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 中越沖地震における原

子力施設に関する調査・対策委員会 運営管理・設備健全性評価ワーキン

ググループ 第 30 回設備健全性評価サブワーキンググループ 
・柏崎刈羽原子力発電所 各号機の設備健全性に係る点検・評価の実施状況について 

         ・柏崎刈羽原子力発電所 １号機 新潟県中越地震後の設備健全性に係るプラント全

体の機能試験・評価報告について（最終評価） 

 

・７月２３日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設計小委員

会 第 54 回構造ワーキンググループ 
         ・柏崎刈羽原子力発電所５号機 原子炉格納容器スタビライザの耐震強化工事と耐震

安全性評価について 

 

・８月 ２日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 耐震・構造設計小委員

会 第 55 回構造ワーキンググループ 
         ・柏崎刈羽原子力発電所５号機 原子炉格納容器スタビライザの耐震強化工事と耐震

安全性評価について 

 

 

～新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会への当社説明内容について～ 

 

・７月 ７日 第 41 回 設備健全性、耐震安全性に関する小委員会 
・各号機の点検・解析の進捗状況について 

・１号機プラント全体の機能試験の実施状況について 

・弁の動的機能維持評価に関する補足説明 

 

・７月２１日 技術委員会（平成 22 年度 第２回） 
         ・１号機起動試験の評価結果について 

         ・７号機定期検査（特別な保全計画）の実施状況 

・知見の拡充に向けた取組みの状況 

 

・７月２７日 第 42 回 設備健全性、耐震安全性に関する小委員会 
・各号機の点検・解析の進捗状況について 

・５号機耐震壁のひび割れについて 

・弁の動的機能維持評価について 

 

以 上 
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平 成 22 年 ７ 月 ９ 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

場所 発電所構内 

件名 屋外作業にともなう病人の発生について 

不適合の 

概要 

平成 22 年７月８日午後２時頃、屋外にある大湊側避雷鉄塔の建て替え工事（玉砂利

等移設作業）に従事していた協力企業作業員が、気分が悪くなったため、構内にある事

務所休憩所にて休憩していましたが、その後も体調が回復しないことから、午後４時 14

分頃、業務車にて病院へ搬送しました。なお、当該作業員の意識はありました。 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 
診察の結果、熱中症と診断されました。 
作業員の体調管理のため、今後とも休憩や適度な水分および塩分の補給を心がけるよ

う注意喚起を行います。 
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平 成 22 年 ７ 月 26 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

場所 発電所構内 

件名 発電所構内（屋外）における蜂刺されについて 

不適合の 

概要 

 

平成 22 年７月 24 日午後２時 40 分頃、３号機排気筒耐震強化工事後のクレーン解体

作業に従事していた協力企業の作業員が、クレーン上で右こめかみ付近（１箇所）を蜂

に刺されたため、業務車にて病院へ搬送しました。 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 
病院で傷口の消毒、点滴、塗り薬の処方を受け帰宅しました。 
本人の意識等に異常はありません。 
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平 成 2 2 年 ８ 月 ３ 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

場所 ３号機 

件名 原子炉建屋（管理区域）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

平成 22 年８月２日午後３時 45 分頃、３号機の原子炉建屋１階東側にある大物搬入口

（管理区域）において、３号機耐震強化工事の物品搬入作業に従事していた協力企業作

業員が、電源ケーブル２束（１束：約 10kg）を両手に持ち数歩移動し、ケーブル１束を

台車に入れようとしたところ、腰に痛みを感じ歩行できなくなったため、救急車にて病

院へ搬送しました。 

なお、作業員の身体に放射性物質の付着はありませんでした。 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 
診察の結果、急性腰痛症（ぎっくり腰）と診断されました。 

今回の事例を当社社員と協力企業社員に対して周知いたします。 
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中国電力株式会社島根原子力発電所の保守管理の不備等の最終報告に係る 

当社確認結果報告書の経済産業省原子力安全・保安院への提出について 

 

平成 22 年７月 16 日 

東京電力株式会社 

 

当社は、平成22年６月11日、経済産業省原子力安全・保安院から「中国電力株式会

社島根原子力発電所第１号機及び第２号機の保守管理の不備等の最終報告に係る各社へ

の確認について（指示）」の指示文書＊を受領いたしました。 

 

この指示文書にもとづき、当社の保守管理の仕組みについて調査をした結果、中国電

力株式会社島根原子力発電所とは異なる業務プロセスで適切に管理しており、中国電力

株式会社の最終報告の根本原因分析による問題点と同様の問題はないことを確認し、本

日、経済産業省原子力安全・保安院へ報告いたしました。 

 

以 上 

 

 

○添付資料  

・保守管理不備等の根本原因分析を踏まえた組織的要因等に関する確認結果の報告     

について 

 

 

＊ 指示文書 

「中国電力株式会社島根原子力発電所第１号機及び第２号機の保守管理の不備等の最終

報告に係る各社への確認について（指示）」 

 

原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、平成22年６月３日付けコリ第３号をもっ

て中国電力株式会社より、「島根原子力発電所の保守管理並びに定期事業者検査に係る調査報

告（最終）」を受領しました。 

同最終報告における根本原因分析により、下記の問題が明らかになりました。 

ついては、当院は、原子炉設置者において、下記と同様な問題がないかを確認することを求

めます。 

なお、保安検査及び独立行政法人原子力安全基盤機構が行う定期安全管理審査によって、安

全管理等が適切に実施されているか確認します。 
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記 

 

１． 規制要求事項の変更に速やかに対応してマネジメントできる仕組みが十分でなく適切な対

応ができなかったこと。 

 

２． 不適合管理が適切に行われず、また、不適合の判断が限られた箇所で決定されるなど、不

適合管理を適切、確実に行うための仕組みが不足していたこと。 

 

３． 安全文化要素のうち「報告する文化」及び「常に問いかける姿勢」が組織として不足して

いたこと。 
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保守管理不備等の根本原因分析を踏まえた 

組織的要因等に関する確認結果の報告について 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年 ７ 月 

東京電力株式会社

別紙 
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１． 概 要 
中国電力株式会社の保守管理の不備等の最終報告における根本原因分析

により明らかとなった組織的要因や安全文化等に係る問題に対して、原子

力安全・保安院の「中国電力株式会社島根原子力発電所第１号機及び第２

号機の保守管理の不備等の最終報告に係る各社への確認について（指示）」

に基づき、同様な問題がないか確認した。 

 

２． 確認結果 
中国電力株式会社の保守管理の不備等の最終報告における根本原因分析

により、次の３つの問題点が明らかとなった。 

（１）原子力部門の業務運営の問題 

（２）不適合管理の仕組みの問題 

（３）安全文化に関する意識の問題 

これらについて当社の状況を調査した結果、以下のとおり、いずれの問

題に対しても適切な対応がとられており、同様な問題はないことを確認し

た。 

 
（１）原子力部門の業務運営の問題 

中国電力株式会社では、規制要求事項の変更について、速やかに対応し

てマネジメント出来る仕組みが十分でなく適切な対応ができなかったとい

う問題があった。 
当社においては、規制情報に対して、所管箇所が情報を入手した場合は、

その内容に応じて、社内規定の変更等、対応の必要性を検討する仕組みが

構築されている。また、その対応状況については、マネジメントレビュー

の中で確認している。具体的には、入手された規制情報について所管箇所

が行政文書受信台帳に登録するとともに、対応の必要性を検討している。

対応状況については、定期的に本店各部長が行うマネジメントレビューに

おいて、所管する情報に対する対応状況を確認し、その結果を原子力・立

地本部長が行うマネジメントレビューにて確認し、社長の行うマネジメン

トレビューのインプットとしている。 
また、Ｈ１５年の原子力関係法令改正に伴う保安規定への品質保証の取

り込みの対応では、品質保証活動を推進する新組織として、業務の的確実

施や業務におけるPDCAの推進と定着化について、横並びをはかりつつ積

極的に推進する機能として、各発電所に品質・安全部を設置し機能強化を

図っている。このように、規制要求事項の変更に対して効果的な業務を実

施するために、長期的な検討が必要となる場合は、事前にプロジェクト体

制を整え、トップマネジメントのもと取り組み体制の検討がなされている。 
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   以上のとおり、当社においては規制要求事項の変更に関する情報を入手

した場合は、速やかに対応し、その状況をマネジメント出来る仕組みを有

しており、適切に対応が行われている。 
 

（２）不適合管理の仕組みの問題 

中国電力株式会社では、不適合管理が適切に行われず、また、不適合の

判断が限られた箇所で決定されるなど、不適合管理を適切、確実に行うた

めの仕組みが不足していたという問題があった。 

当社においては、Ｈ１４年の原子力発電所における点検・補修作業に係

わる不適切な扱いを契機として、不適合管理の仕組みを構築した。具体的

には、建屋照明器具の故障等、軽微な不具合から法令違反に至るまで、明

らかに不適合と判断出来る事象から判断に迷う事象まで、組織で発生、発

見された不適合は速やかに報告することを奨励し、その醸成に努めてきて

いる。また、報告された不適合は機械処理システムに登録し、副所長、運

転部門、保全部門等多様なメンバーからなる「不適合管理委員会」におい

て公正な立場で不適合グレード等の管理方針を決定するとともに、所管箇

所が行う不適合処置、是正処置及び予防処置の実施状況について、期日管

理をしており、適切に処理が行われるよう指導助言を行っている。 
これら取り組みについては継続的に実施されていることから、不適合管

理の仕組みは適切に機能している。 

 
（３）安全文化に関する意識の問題 

中国電力株式会社では、安全文化要素のうち「報告する文化」および「常

に問いかける姿勢」が組織として不足していたという問題があった。 
当社においては、Ｈ１８年の発電設備に係るデータ改ざん等の再発防止

対策として、「言い出す仕組み」を構築し、エラーを報告してもこれを責め

ない仕組みを構築するとともに、基本的行動規範として「安全と品質達成

のための行動基準」を定め、失敗情報を重要視する価値観を明記するなど

経営層から第一線現場の職員に至るまで上記行動基準の理念を共有し、日

常業務で実践されるよう醸成活動に努めている。 

更に、Ｈ２１年度には、「安全と品質達成のための行動基準」の中に「安

全文化の基本理念の７原則※」を定め、その定着に向けて取り組みを開始し

たところである。具体的には、Ｈ２２年度の安全文化醸成活動の計画にお

いて、日常業務と７原則の関連について討議するグループ討議や原子力安

全に係わる事例を通じたケーススタディ等の活動を定め、７原則の理解と

認識を高める活動を行っている。 

これら取り組みについては継続的に実施されており、安全文化の醸成に
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向けた活動は着実に行われている。 

   ※原則１：すべての職員が原子力安全に関与していることを自覚する 

    原則２：リーダーが自ら安全文化の原則を率先垂範する 

    原則３：社内外の関係者の間に信頼関係を醸成する 

    原則４：原子力安全を最優先した意志決定をする 

    原則５：原子力発電に固有のリスクを強く認識する 

    原則６：常に問いかける姿勢を維持する 

    原則７：日々組織的に学習する 

 
３． 今後の対応 

当社においては、中国電力株式会社が行った根本原因分析により明らかと

なった問題については、いずれも適切な対応がなされており、同様な問題が

ないことを確認した。これらについては、今後とも、品質保証活動および安

全文化醸成活動の中で、継続的に改善を行い、類似事象の発生防止に努めて

いく。 

 

以 上 
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（お知らせ） 

 

柏崎刈羽原子力発電所７号機の営業運転再開について 

 

平成 22 年７月 23 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 当所７号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キロワット）は、平成 22

年４月 18日より第９回定期検査を行ってまいりました。 

その後、６月 26日に原子炉を起動し、６月 28日より調整運転を続けてまいり

ましたが、本日午後４時 55分、経済産業省の総合負荷性能検査を終了し、営業運

転を再開いたしました。 

 

以 上 

 

 

（参考）柏崎刈羽原子力発電所の現況 

１号機（110 万キロワット）  調整運転中＊ 

２号機（110 万キロワット）  定期検査中 

３号機（110 万キロワット）  定期検査中 

４号機（110 万キロワット）  定期検査中 

５号機（110 万キロワット）  定期検査中 

６号機（135 万６千キロワット） 運転中 

７号機（135 万６千キロワット） 運転中 

 

＊１号機については、平成 22 年５月 21 日からプラント全体の機能試験を開始し、７月７日に評

価報告書を経済産業省原子力安全・保安院へ提出しており、現在調整運転中です。 
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当社原子力発電所における放射性廃棄物処理系排水管の誤接続に関する 

根本原因と再発防止対策について 

 

平成 22 年７月 29 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社は、平成 21 年 10 月 28 日に福島第二原子力発電所１号機において確認さ

れた排水配管の誤接続によるトリチウム＊１を含む水の放出事象、11 月４日に柏

崎刈羽原子力発電所１号機において確認された排水配管の誤接続事象を受けて、

11 月５日、経済産業省原子力安全・保安院から当社原子力発電所について排水

配管の誤接続の有無を確認するための調査を求める旨の指示文書を受領いたし

ました。 

その後、当社は指示文書にもとづき、当社原子力発電所における放射性廃棄

物処理系排水管の誤接続について、調査結果および対策等を最終報告書として

とりまとめ、平成 22 年２月２日、同院へ提出いたしました。 

 また、同日、本件について、同院より「福島第一原子力発電所、福島第二原

子力発電所及び柏崎刈羽原子力発電所の放射性廃棄物処理系排水管の誤接続に

ついて（指示）」＊２を受領いたしました。 

（平成 21 年 11 月５日、11 日、平成 22 年２月２日お知らせ済み） 

 

当社は、この指示文書にもとづき、本件についての根本原因と再発防止対策

等をとりまとめ、本日、同院へ報告いたしましたのでお知らせいたします。 

 

以 上 

 

添付資料 

・ 当社原子力発電所の放射性廃棄物処理系配管の誤接続に対する根本原因と

再発防止対策について（概要） 

・ 「福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所及び柏崎刈羽原子力発電

所の放射性廃棄物処理系排水管の誤接続について」に対する根本原因と再

発防止対策について（報告書） 
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＊１ トリチウム 

   水素の仲間で地球上のどこにでもある放射性物質で、原子炉の中でも発生しており、

復水系の水にも含まれている。 

   なお、トリチウムは、年間放出管理の基準値以内での管理を実施し放出している。 

 

＊２ 指示文書 

  指示文書の概要は以下のとおり。 

 

「福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所及び柏崎刈羽原子力発電所の放射性廃

棄物処理系排水管の誤接続について（指示）」 

 

（平成 22･01･25 原院第 2 号） 

 

原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、貴社から、非放射性廃棄物を処理す

る排水管に放射性物質を処理する排水管が誤接続されたことにより、一部トリチウムを含

む水が放出されていた旨の報告を受け、貴社に対し、同様な誤接続の有無を確認するため

の調査を行うように指示し、本日、２月２日に調査結果報告書の提出がありました。 

当院は、当該報告内容を精査したところ、発電用原子力設備に関する技術基準を定める

省令（以下「技術基準」という。）及び各発電所原子炉施設保安規定（以下「保安規定」

という。）に関して不適合が認められたことは、設計・施工管理及び放射性廃棄物管理の

観点から遺憾であり、貴社に対し、厳重注意をするとともに、下記の対応を求めます。 

 

記 

 

１．以下の技術基準及び保安規定の不適合に関し、不適合が発生した根本原因を究明し、

再発防止対策を策定し、当院に報告すること。 

 

（１）不適合が認められた技術基準及び保安規定の条文 

  技術基準 第３０条第１項第２号（廃棄物処理設備等） 

保安規定 第８８条（放射性液体廃棄物の管理） 

 

（２）事実の内容並びに技術基準第３０条第１項第２号及び保安規定第８８条に不適合と

認められる理由 

  ①技術基準第３０条第１項第２号では、放射性廃棄物を処理する設備と放射性廃棄物

以外の廃棄物を処理する設備とを区別して施設することを規定している。しかしな
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１
．
は
じ
め

に
 

○
 
福

島
第

二
原
子

力
発

電
所
に

お
い

て
、
非

放
射

性
廃
棄

物
が

流
入
す

る
フ

ァ
ン
ネ

ル
に

放
射
性

物
質

を
排
出

す
る

配

管
が

接
続

さ
れ

て
い

た
こ
と

か
ら

、
自
主

的
に

調
査
を

実
施

し
て
い

た
と

こ
ろ
、

柏
崎

刈
羽
原

子
力

発
電
所

に
お

い

て
も
、
放

射
能
濃
度
は

検
出
限
界
値

未
満

で
あ

る
も

の
の

、
同

様
の

事
象

を
確

認
。

 

○
 
平

成
2
1
年

1
1
月

5
日

、
原

子
力

安
全

・
保

安
院

よ
り

同
様

の
誤

接
続

に
関

す
る

調
査

計
画

を
策

定
す

る
よ

う
指
示

が
あ

り
、

当
社

は
、

こ
の

指
示

に
基

づ
き

、
1
1
月

1
1
日

に
調

査
計

画
を

策
定

し
、

こ
の

計
画

に
基

づ
き

調
査

を
実

施
。

平
成

2
2
年

2
月

2
日

に
そ

の
調

査
結

果
を

原
子

力
安

全
・

保
安

院
へ

報
告

。
誤

接
続

を
計

3
0
箇

所
確

認
。

 

○
 
こ
れ
を
踏

ま
え
、
平

成
2
2
年

2
月

2
日

、
原

子
力

安
全
・
保

安
院

よ
り

誤
接

続
に

関
す

る
根

本
原

因
を

究
明
し
、
再

発
防
止
対

策
を
策
定
す

る
よ
う
指
示

が
あ

り
、
当

社
は

こ
の

指
示

に
基

づ
き

、
平

成
2
2
年

2
月

5
日

に
分

析
活
動
計

画
を
策
定

し
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
根

本
原

因
分

析
を

実
施

。
な

お
、
根

本
原

因
分

析
に

は
誤

接
続

3
0
箇

所
に

加
え
、

誤
接
続
で

は
な
い
も
の

の
、
福
島
第

二
3
号

機
に

お
い

て
既

設
配

管
を

経
由

し
て

ト
リ

チ
ウ

ム
が

放
出

さ
れ
た
事
例

を
加

え
た

合
計

3
1
件

に
対

し
て

実
施

。
本
日
（

７
月

2
9
日

）、
根

本
原

因
の

分
析

結
果

と
再

発
防

止
対

策
を
原
子
力

安
全
・
保

安
院
へ
報
告

。
 

 

２
．
根
本
原

因
分
析
の
実
施

 
○
 
根

本
原

因
分
析

の
実

施
に
際

し
て

は
、
誤

接
続

事
象
に

つ
い

て
、
事

象
の

類
似
性

に
着

目
し
た

分
類

を
行
っ

た
上

で

個
々

の
事

象
の

原
因

に
着
目

し
代

表
事
例

を
抽

出
。
事

象
の

分
類
に

あ
た

っ
て
は

、
直

接
的
な

原
因

に
よ
る

分
類

に

加
え
、
法
規
制

や
社
内
の

管
理
方
針
等

の
時

間
的

な
要

素
も

勘
案

し
て

分
類

を
行

い
、
分

類
毎

に
代

表
事
例

を
選
定
。

分
類
結
果

は
以
下
の
と

お
り
。
 

 

                   

  

３
．
分
析
結
果
 

 

今
回
の
誤

接
続
事
象
は

、
建
設
時
も

含
め
た
施
工

時
に
誤
接
続

が
行
わ
れ
た

こ
と
と
、
そ

の
後
の
日
常

管
理
の
中
で
誤

接
続
の
状

態
を
検
知
で

き
な
か
っ
た

こ
と
が
重
畳

し
て
発
生
し

た
こ
と
か
ら

、
こ
れ
ら
の

2
つ
の
視
点

か
ら
根
本
原
因
の

分
析
お
よ

び
再
発
防
止

対
策
の
検
討

を
行
っ
た

。
根

本
原
因
分

析
の
結
果
、
よ

り
一
層
の

安
全
運
転

の
た

め
に
改
善

の
余

地
が
あ
る

項
目
と
し
て

以
下
の
要
因

を
抽
出
。
 

○
 
放

射
性

物
質
の

系
外

放
出
や

非
放

射
性
物

質
と

の
混
在

を
防

止
す
る

こ
と

等
、
当

社
の

系
外
放

出
に

係
わ
る

基
本

的

な
要
求
事

項
が
明
示
さ

れ
て
い
な
か

っ
た
。
 

○
 
ト

リ
チ

ウ
ム
の

性
質

や
管
理

等
ト

リ
チ
ウ

ム
に

対
す
る

知
識

と
系
外

放
出

に
対
す

る
意

識
に
着

目
し

た
教
育

が
十

分

行
わ

れ
て

い
な

い
こ

と
か
ら

、
当

社
・
協

力
企

業
に
お

い
て

ト
リ
チ

ウ
ム

に
対
す

る
知

識
と
、

系
外

放
出
に

対
す

る

意
識
の
醸

成
が
不
十
分

だ
っ
た
。
 

○
 
平

成
1
5
年

に
「

設
計

管
理

基
本

マ
ニ

ュ
ア

ル
」・
「
工

事
監
理
マ

ニ
ュ
ア
ル

」
が

制
定
さ
れ

て
以
降
、
設
計

管
理
を
行

っ
て

い
く

中
で

当
社

の
詳
細

な
要

求
仕
様

が
明

確
に
な

り
、

施
工
内

容
に

適
切
に

反
映

さ
れ
て

い
る

事
を
確

認
し

て

い
る

こ
と

や
、

当
社

要
求
事

項
が

満
足
さ

れ
て

い
る
こ

と
を

工
事
監

理
の

中
で
フ

ォ
ロ

ー
で
き

る
仕

組
み
と

な
っ

て

い
る

。
し

か
し

、
今

回
の
事

象
を

踏
ま
え

た
場

合
、
設

計
管

理
の
中

で
、

系
外
放

出
リ

ス
ク
の

観
点

か
ら
よ

り
確

実

な
レ
ビ
ュ

ー
を
実
施
す

る
た
め
に
は

、「
設
計
管
理

基
本
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
の
記

載
内
容
の
充

実
化
が
必
要

で
あ
る
。
 

○
 
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

＊
４
系

フ
ァ

ン
ネ

ル
は

他
の

放
射

性
フ

ァ
ン

ネ
ル

と
同

様
に

管
理

区
域

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
に

も
係

わ
ら

ず
、

識
別

管
理
を

積
極

的
に
行

っ
て

い
な
い

こ
と

か
ら
、

放
射

性
流
体

を
排

水
し
て

は
い

け
な
い

フ
ァ

ン

ネ
ル
で
あ

る
こ
と
に
気

付
か
せ
る
た

め
の
配
慮
が

不
十
分
だ
っ

た
。
 

 上
記

要
因
を

俯
瞰

す
る
と

、
ト

リ
チ
ウ

ム
に

対
す
る

認
識

が
、
当

社
・

協
力
企

業
の

両
者
に

つ
い

て
不
足

し
て

お
り
、

ま
た
こ
れ

ら
に
つ
い
て

の
教
育
が
実

施
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
仕

様
と
し
て

も
明
確
に

な
っ

て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
根

底
に
あ
っ
た

と
考
え
る
。

こ
の
こ
と
か

ら
、
今
回
の

誤
接
続
事
象

の
根
本
原
因

を
以
下
の

2
点

と
特
定
。
 

①
ト

リ
チ

ウ
ム

を
含

む
放

出
管

理
に

つ
い

て
の

認
識

（
知

識
と

意
識

）
を

持
た

せ
る

た
め

の
活

動
が

組
織

的
に

行
わ

れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と

。
 

②
系
外
放

出
に
係
わ
る

考
え
方
が
要

求
事
項
（
ル

ー
ル
）
と
し

て
明
確
に
な

っ
て
い
な
か

っ
た

こ
と
。
 

  ４
．
再
発
防
止
対
策

 

 
 
誤
接

続
と
判
断
し

た
ド
レ
ン
・
ベ

ン
ト
配
管

等
の
接
続
先

は
、
使
用

で
き

な
い
措
置

を
講
じ
、
順

次
放
射
性
液

体
廃
棄

物
処
理
系

の
フ
ァ
ン
ネ

ル
に
接
続
先

を
変
更
、
ま
た

は
当
該
配

管
の
閉
止
等

の
改
造
を
実

施
し
て
い
る

が
、
今
回

の
根
本

原
因
分
析

の
結
果
を
踏

ま
え
、
以
下

の
再
発
防
止

対
策
を
実
施

す
る
。
 

○
 
ト
リ
チ
ウ

ム
の
放
出
管

理
に
係
わ
る

認
識
（
知
識

と
意
識
）
の

醸
成
 

・
当

社
及

び
協

力
企

業
の

放
射

線
業

務
従

事
者

及
び

当
社

の
改

造
・

建
設

プ
ラ

ン
ト

設
計

に
係

わ
る

要
員

に
対

す
る

教
育

項
目

に
ト

リ
チ

ウ
ム

の
性

質
、

管
理

の
状

況
と

経
緯

、
廃

液
収

集
区

分
に

基
づ

く
「

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
系

に

排
水
し
て

は
い
け
な
い

系
統
水
」
に

係
わ
る
教
育

を
追
加
し
、

継
続
的
に
実

施
。
 

○
 
建
設
時
・

改
造
時
に
お

け
る
管
理
の

強
化
 

・「
設

計
管
理

基
本
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
に

お
い
て
、
系

外
放
出
リ
ス

ク
の
有
無
を

判
断
す
る
た

め
の
考
え
方
（

基
準
）
に

つ
い

て
、

記
載

の
充

実
化

を
図

り
、

今
回

系
外

放
出

に
至

っ
た

配
管

の
接

続
事

象
を

考
慮

し
た

レ
ビ

ュ
ー

を
設

計

管
理
の
中

で
確
実
に
実

施
。
 

・
放

射
性

物
質

の
系

外
放

出
や

非
放

射
性

物
質

と
の

混
在

を
防

止
す

る
こ

と
等

要
求

事
項

を
調

達
仕

様
と

し
て

共
通

仕
様
書
に

明
記
。
 

○
 
ス
ト
ー
ム

ド
レ
ン
系
の

識
別
管
理
強

化
 

・
ド

レ
ン

・
ベ

ン
ト

配
管

の
誤

接
続

検
知

・
未

然
防

止
を

目
的

と
し

て
ス

ト
ー

ム
ド

レ
ン

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

に
注

意
喚

起
の
観
点

で
の
識
別
表

示
を
実
施
。
 

以
 
 
上

 

直
接
的
な
原
因
 

昭
和

6
2
年
以
前

＊
１
 

昭
和

6
2
年
～
 

平
成

1
5
年
 

平
成

1
5
年
以
降

＊
２

計
装

配
管

の
ド

レ
ン

配
管

の
接

続
先

の
考

え
方

が

明
確
に
文
書
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
設
計
段

階
で
誤
接
続
が
発
生
し
た
も
の
 

①
：
６
箇
所

 

１
Ｆ
：
３
箇
所
 

２
Ｆ
：
１
箇
所
 

Ｋ
Ｋ
：
２
箇
所
 

 
 

新
設
計
（
燃
料
プ
ー
ル
補
給
水
系
や

再
生

水
補

給
水

系
＊

３
）

の
採

用
、

教
育

不
足

に
よ

る
ト

リ
チ

ウ
ム

に

対
す
る
認
識
不
足
、
近
傍
に
放
射
性

液
体

廃
棄

物
フ

ァ
ン

ネ
ル

が
な

か

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

 

②
－

１
－

１
：

12
箇

所
 

１
Ｆ
：
０
箇
所
 

２
Ｆ
：
１
１
箇
所
 

Ｋ
Ｋ
：
１
箇
所
 

②
－

１
－

2：
３

箇
所
 

１
Ｆ
：
１
箇
所
 

２
Ｆ
：
１
箇
所
 

Ｋ
Ｋ
：
１
箇
所
 

新
設

計
の

採

用
や

教
育

不

足
に

よ
る

ト

リ
チ

ウ
ム

に

対
す

る
認

識

不
足

に
よ

り

誤
接

続
が

発

生
し
た
も
の
 

当
時

の
設

計
の

考
え

方
に

従
っ

て

基
本
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
在

の
設

計
の

考
え

方
に

照
ら

す

と
誤
接
続
と
判
断
さ
れ
る
も
の
 

②
－
２
：
７
箇
所

 

１
Ｆ
：
１
箇
所
 

２
Ｆ
：
６
箇
所
 

Ｋ
Ｋ
：
０
箇
所
 

 

 

設 計 段 階
 

誤
接
続
で
は
な
い
も
の
の
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管

を
通

じ
て

ト
リ

チ
ウ

ム
が

系
外

放
出

に
至

る
こ

と

を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
 

③
：
1
箇
所

 

１
Ｆ
：
０
箇
所
 

２
Ｆ
：
１
箇
所
 

Ｋ
Ｋ
：
０
箇
所
 

  
 

施 工 段 階
 

作
業
員
の
確
認
誤
り
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
 

④
：
２
箇
所

 

１
Ｆ
：
０
箇
所
 

２
Ｆ
：
２
箇
所
 

Ｋ
Ｋ
：
０
箇
所
 

 
 

当
社
原
子
力
発
電
所
の
放
射
性
廃
棄
物
処
理
系
配
管
の
誤
接
続
に
対
す
る
根
本
原
因
と
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
（
概
要
）

 

事
象

に
よ

る
分

類
 

（
福

島
第

一
:
1
F
、

福
島

第
二

:
2
F
、

柏
崎

刈
羽

:
K
K
と

標
記

）

＊
１

：
「

昭
和

6
2
年
」
は
、

放
射
性

液
体
廃
棄

物
処

理
系

に
対

し
て

、
ト

リ
チ

ウ
ム

に
つ

い
て

年
間

の
放

出
管

理
基

準
値

を
保

安
規

定
に

定
め

て
、
放
出

量
（
総

量
）
管
理

を
実
施

す
る
こ
と

と
な

っ
た

年
 

＊
２

：
「

平
成

1
5
年
」
は
、

当
社
に

お
い
て
品

質
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

が
強

化
さ

れ
た

年
 

＊
３

：
プ

ラ
ン
ト

内
で
使
用

し
た
水

を
廃
棄
物

処
理
系

で
処

理
し

、
燃

料
を

保
管

す
る

プ
ー

ル
の

水
や

再
生

水
と

し
て

使
用

す
る

系
統

 

＊
４
：
管

理
区
域

に
設
置
さ

れ
て
い

る
空
調
機

の
凝
縮

水
や
純
水

な
ど
の

非
放
射
性

の
液
体

を
取
り
扱

う
排
水

 

平
成

2
2
年

７
月

2
9
日

東
京

電
力

株
式

会
社
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接
続

の
状

況
①

の
例

 

①
：

計
装

配
管

の
ド

レ
ン

配
管

の
接

続
先

が
不

明
確

 
②

-
２

：
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
管

理
に

係
る

認
識

不
足

 

接
続

の
状

況
②

－
１

の
例

 

②
-
１

：
ト

リ
チ

ウ
ム

の
放

出
管

理
に

係
る

認
識

不
足

 

接
続

の
状

況
②

－
２

の
例

 

接
続

の
状

況
④

の
例

 

④
：

作
業

員
の

確
認

誤
り

（
隣

接
フ

ァ
ン

ネ
ル

と
誤

っ
た

）
 

接
続

の
状

況
③

の
例

 

③
：

誤
接

続
で

は
な

い
も

の
の

、
誤

放
出

に
い

た
っ

た
事

例
 

＜
具

体
的

事
例

＞
 

福
島

第
一

１
号

機
 

低
圧

タ
ー

ビ
ン

入
り

口
圧

力
検

出
器

ド
レ

ン
配

管
 

 

計
器

 
計

器
 
 

湿
分

分
離

器
  

 
 
 

発
電

機
  
 

低
圧

タ
ー

ビ
ン

 
 

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
フ

ァ
ン

ネ
ル

  

 

 

主
蒸

気
（
高

圧
タ

ー
ビ

ン
よ

り
）
 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

 

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

 

再
生

水
補

給
水

系
（
M

U
W

T
）
 

【
廃

棄
物

処
理

建
屋

よ
り

】
 

タ
ー

ビ
ン

建
屋

２
階

・
３

階
へ タ
ー

ビ
ン

建
屋

１
階

へ
 

ド
レ

ン
弁

集
合

フ
ァ

ン
ネ

ル
 

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
フ

ァ
ン

ネ
ル

＜
具

体
的

事
例

＞
 

福
島

第
二

１
号

機
 

タ
ー

ビ
ン

建
屋

 
再

生
水

補
給

水
系

ド
レ

ン
配

管
 

 

  
  
  

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

へ
 

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク  

 
    

    
   

残
留

熱
除

去
冷

却
系

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
）
 

調
圧

タ
ン

ク
（
Ｂ

）
   

 

万
が

一
の

Ｆ
Ｐ

Ｍ
Ｕ

Ｗ
系

統
水

の

流
入

を
考

慮
（
設

計
変

更
）
 

 

 

  
 

純
水

補
給

水
系

（
Ｍ

Ｕ
Ｗ

Ｐ
）
よ

り  
 

ド
レ

ン
弁

  
 

境
界

弁
  
 

 
 

 
 

残
留

熱
除

去
冷

却
系

 

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
）
Ｂ

系
へ

 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

 

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン

フ
ァ

ン
ネ

ル
 

＜
具

体
的

事
例

＞
 

福
島

第
二

１
号

機
 

残
留

熱
除

去
系

調
圧

タ
ン

ク
廻

り
ド

レ
ン

配
管

 

ト
リ

チ
ウ

ム
を

 

含
む

ラ
イ

ン
 

ト
リ

チ
ウ

ム
を

 

含
ま

な
い

ラ
イ

ン
 

本
来

接
続

 

す
べ

き
ラ

イ
ン

 

今
回

確
認

 

さ
れ

た
ラ

イ
ン

 

【
凡

例
】

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

系
 

（
F
P

M
U

W
）
 

流
量

検
出

器

計
器

テ
ス

ト
弁

 

（
水

抜
き

、
水

張
り

口
）
 

計
器

弁

検
出

元
弁

検
出

座

プ
ロ
セ
ス

流
体
と

接
し
て
い

る
状
態

 

ド
レ

ン
弁

 

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
 

フ
ァ

ン
ネ

ル
 

放
射

性
液

体
廃

棄
物

処
理

系
フ

ァ
ン

ネ
ル

 

ド
レ

ン
弁

 

＜
具

体
的

事
例

＞
 

福
島

第
二

1
号

機
 

原
子

炉
建

屋
 

燃
料

プ
ー

ル
補

給
水

ポ
ン

プ
出

口
流

量
検

出
器

ド
レ

ン
配

管

換
気

空
調

系
排

気
ダ

ク
ト

オ
ー

バ
ー

 

フ
ロ

ー
配

管

高
電

導
度

廃
液

サ
ン

プ

廃
棄

物
処

理
補

機
冷

却
系

 

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

 

フ
ィ

ル
タ

排
気

フ
ァ

ン

３
・
４

号
機

 
廃

棄
物

処
理

建
屋

（
管

理
区

域
）
 

循
環

ポ
ン

プ
 

３
号

機
 

海
水

熱
交

換
器

建
屋

（
非

管
理

区
域

）
 

海
 

洋
 

海
水

ス
ト

ー
ム

ド
レ

ン
サ

ン
プ

 

フ
ァ

ン
ネ

ル
よ

り
 

結
露

水
 

（
ト

リ
チ

ウ
ム

検
出

）
 

ベ
ン

ト
配

管
 

主
排

気
筒

ト
リ

チ
ウ

ム
検

出
 

放
水

ポ
ン

プ
 

熱
交

換
器

 

点
検

時
の

 

排
水

経
路

 

ト
リ

チ
ウ

ム
を

含
む

空
気

の
流

れ
（
逆

流
）

ト
リ

チ
ウ

ム
 

検
出

 

排
気

フ
ァ

ン フ
ィ

ル
タ

ト
リ

チ
ウ

ム

含
有

 

＜
具

体
的

事
例

＞
 

福
島

第
二

３
号

機
 

廃
棄

物
処

理
補

機
冷

却
系

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
配

管
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（お知らせメモ） 

 

柏崎刈羽原子力発電所１号機の総合負荷性能検査の受検日程について 

 

平成 22 年７月 30 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 当所１号機は、平成 22 年７月５日にプラント全体の機能試験を終了し、調整

運転を続けてまいりましたが、経済産業省の総合負荷性能検査の受検日程につい

ては、以下のとおり決定しましたのでお知らせいたします。 

  

＜総合負荷性能検査の受検日程＞ 

・平成 22年８月２日（月）～４日（水）（予定） 

以 上 
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平成 22 年８月３日 

 

当所３号機の炉心性能計算機プログラムの計算式における一部誤りについて 

 

当所は、平成 22 年７月２日、３号機の原子炉内に装荷している燃料集合体の

性能を監視しているプログラムの納入メーカより、当該プログラムの計算式の一

部に誤りが見つかり、計算結果にわずかな誤差が生じているとの連絡を受けまし

た。 

そのため、本件について安全への影響がないことを確認するとともに、公表

区分「その他」の不適合として適切に処理を行ってまいりましたが、本日、当所

における当該プログラムの使用状況とその影響について、経済産業省原子力安

全・保安院へ説明しましたので、お知らせいたします。 

 

【事象の概要】 

燃料集合体の性能を監視しているプログラムの計算式において、原子炉内の

出力分布を測定する、中性子計測系局部出力領域モニタ＊の検出器感度を補正

する係数の分母と分子が逆に設定されていたことから、燃料集合体の出力の計

算結果にわずかな誤差が生じたというものです。 

 

【確認の結果】 

当所３号機（現在、定期検査中）では、平成 13 年７月より当該プログラム

を使用しておりましたが、計算式の一部が誤っていたことによる影響を確認し

た結果、プラント運転時における燃料集合体の出力の変動範囲と同程度のわず

かなものであり、安全への影響がないことを確認しております。 

 

【対応】 

３号機の当該プログラムについては、今後、正しいプログラムに修正いたし

ます。 

なお、当該プログラムについては、現在定期検査中の５号機において新たに

導入する準備を進めておりましたが、今回の事象を踏まえ、正しいプログラム

に修正しております。 

 

以 上 

 

＊ 中性子計測系局部出力領域モニタ 

原子炉内の中性子量を計測する装置の一つで、原子炉の通常運転中に原子炉出力

状態を測定するための装置。 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月８日） 

平成 22 年７月８日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年７月２日から７月８日までに点検および復旧を完了したもの 

・１号機 プラント全体の機能試験（最終評価）：７月５日完了 

 

○平成 22 年７月９日から７月 15 日までに点検および復旧を開始するもの 

・なし 

 

○平成 22 年７月４日から７月 31 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 
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（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年７月１日から７月７日までのトラブル情報の発生状況については次

のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22 年７月１日～７月７日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年７月１日～７月７日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・不適合情報（中越沖地震関連、ＧⅠ、ＧⅡ、ＧⅢグレード、対象外） 

（含む、中越沖地震関連、Ａｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄグレード、対象外） 

平成 22 年６月１日～30 日 

（平成 19 年７月 16 日～累計） 

件数 
10 件 

（3,789 件） 

 
 

以 上 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月 15 日） 

平成 22 年７月 15 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年７月９日から７月 15 日までに点検および復旧を完了したもの 

・なし 

 

○平成 22 年７月 16 日から７月 22 日までに点検および復旧を開始するもの 

・２号機 主排気ダクト点検・復旧（ダクト復旧作業）：７月 17 日開始 

・２号機 50 万Ｖ電力ケーブル点検（ケーブル敷設準備作業）：７月 18 日開始 

 

○平成 22 年７月 11 日から８月７日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 
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（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年７月８日から７月 14 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22 年７月８日～７月 14 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年７月８日～７月 14 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

以 上 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月 22 日） 

平成 22 年７月 22 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年７月 16 日から７月 22 日までに点検および復旧を完了したもの 

・なし 

 

○平成 22 年７月 23 日から７月 29 日までに点検および復旧を開始するもの 

・２号機 50 万Ｖ電力ケーブル点検（ケーブル敷設準備作業）：７月 21 日開始＊ 

・２号機 耐震強化関連（燃料取替機強化工事）：７月 27 日開始 

＊今週変更したもの 

 

○平成 22 年７月 18 日から８月 14 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 
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（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年７月 15 日から７月 21 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22 年７月 15 日～７月 21 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年７月 15 日～７月 21 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

 

以 上 
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新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：７月 29 日） 

平成 22 年７月 29 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 22 年７月 23 日から７月 29 日までに点検および復旧を完了したもの 

・なし 

 

○平成 22 年７月 30 日から８月５日までに点検および復旧を開始するもの 

・２号機 耐震強化関連（原子炉建屋天井クレーン強化工事）：７月 31 日開始 

・３号機 タービン点検（高圧・低圧タービン(Ａ） (Ｂ） (Ｃ）復旧作業）：８月２日開始 

・４号機 耐震強化関連（燃料取替機強化準備工事）：８月２日開始 

 

○平成 22 年７月 25 日から８月 21 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 
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（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 22 年７月 22 日から７月 28 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 22 年７月 22 日～７月 28 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 22 年７月 22 日～７月 28 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

 

以 上 
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新潟県中越沖地震後の当社柏崎刈羽原子力発電所１号機の 

営業運転再開について 

 

平成 22 年８月４日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所１号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、

平成 19年５月４日より第 15回定期検査を行ってまいりましたが、同年７月16日に

発生した新潟県中越沖地震の影響により、設備の点検、健全性確認、復旧ならびに

耐震強化工事を行うとともに、所定の検査を実施してまいりました。 

 

その後、平成 22年５月 31日に原子炉を起動、平成 22年６月６日に発電を開始し

調整運転を続けてまいりましたが、本日午後４時 40分、経済産業省の総合負荷性能

検査を終了し、営業運転を再開いたしました。 

 

地震発生からこれまでの間、地域の皆さまをはじめ、多くの方々より貴重なご意

見、ご支援ならびにご指導をいただきましたことに、改めて感謝を申しあげます。 

１号機につきましては、現在運転中の６号機、７号機同様、今後も安全を第一と

して運転を行うとともに、他号機も含め引き続き安全で災害に強い原子力発電所と

なるよう全力で努めてまいります。 

 

以 上 

（参考）柏崎刈羽原子力発電所の現況 

１号機（110 万キロワット）      運転中 

    ２号機（110 万キロワット）      定期検査中 

    ３号機（110 万キロワット）      定期検査中 

    ４号機（110 万キロワット）      定期検査中 

    ５号機（110 万キロワット）      定期検査中 

    ６号機（135 万６千キロワット）     運転中 

    ７号機（135 万６千キロワット）     運転中 



各号機の最近の状況について



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 1

進捗率

１号機

２号機

３号機

４号機

５号機

６号機

７号機

100%
目視点検 作動試験・機能試験 漏えい試験

地震後の点検、

 
技術者による目視点検

完了

完了

完了

１．各号機の健全性確認進捗状況

機器単位の健全性確認

完了

完了
完了
完了

完了

完了
完了

完了

25%
18%
27%

96%
95%

49%

32%
34%

74%

H22.７.２６現在

完了
完了

完了

完 了
完了

最終報告書提出により完了とする。

完 了

完 了

完了
完了
完了
完了

完 了



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 2

２．耐震強化工事進捗状況

耐震強化対象箇所の評価を引き続き実施中であるため、項目等は変わる可能性あり。

また、今後の耐震安全性評価等の中で耐震強化工事に反映すべき点があれば、適宜対応。

※１：１号機は2号機との集合排気筒

H22.７.２６現在

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 ７号機

配管等

サポート

完了

(H21.12.9)
工事準備中

実施中

(H22.6.14

 
～)

工事準備中
完了

(H21.12.3)

完了

(H21.1.19)

完了

(H20.11.3)

原子炉建屋

屋根トラス

完了

(H21.7.13)

完了

(H21.8.21)

完了

(H21.7.7)

完了

(H21.9.7)

完了

(H21.5.22)

完了

(H20.10.24)

完了

(H20.9.30)

排気筒
完了※１

(H21.12.10)

完了

(H22.6.29)

完了

(H22.6.29)

完了

(H22.1.14)

完了

(H20.10.29)

完了

(H20.10.16)

原子炉建屋

天井クレーン

完了

(H21.10.15)
工事準備中

実施中

(H21.12.8

 
～)

実施中

(H21.10.21～)

完了

(H21.8.28)

完了

(H21.1.12)

完了

(H20.10.27)

燃料取替機
完了

(H21.10.10)
工事準備中

実施中

(H21.11.2

 
～)

工事準備中
完了

(H21.9.24)

完了

(H21.1.25)

完了

(H20.11.1)
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